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小田原市立病院再整備基本構想（素案）に対する市民意見の募集結果に

ついて 
 

 １ 意見募集の概要 

政策等の題名 小田原市立病院再整備基本構想（素案） 

政策等の案の公表の日 平成３０年９月１４日（金） 

意見提出期間 平成３０年９月１４日（金）から平成３０年１０月１

５日（月）まで 

市民への周知方法 意見募集要項の配布（市内公共施設、ホームページ） 

２ 結果の概要 

  提出された意見は、次のとおりです。 

意見数（意見提出者数）    ２１件 （６人） 

 インターネット     ３人 

 ファクシミリ     １人 

 郵送     ０人 

 直接持参     ２人 
 

無効な意見提出     ０人 

３ 提出意見の内容 

  パブリックコメントで提出された意見の内容とそれに対する市の考え方は、次のと

おりです。 

 〈総括表〉 

区分 意見の考慮の結果 件  数 

Ａ 意見を踏まえ、政策等に反映したもの ０ 

Ｂ 意見の趣旨が既に政策等に反映されているもの １１ 

Ｃ 今後の検討のために参考とするもの ２ 

Ｄ その他（質問など） ８ 
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〈具体的な内容〉 

 (1)新病院整備の基本方針に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 地域医療連携推進法人を活用す

ることで機能分担と連携を推し

進め、経営改善を実現している

例もあり、本市においても同制

度の活用も視野に入れて建替え

計画を進めることを提案する。 

Ｃ 市立病院では、地域医療機関との連携

について、国が進める「機能分化」を

推進していくこととしています。まず

は、平成２９年３月に策定した「小田

原市立病院経営改革プラン」に沿っ

て、経営改善を図り地域医療連携の強

化を推進します。地域医療連携推進法

人については、今後の検討課題としま

す。 

２ 輪番制度の検討は出来ないので

しょうか。例えば整形外科等ど

こにいけばよいのか分からない

時がある。 

Ｄ 県西地域の救急医療は、広域二次病院

群輪番制により当番の医療機関が対応

しています。 

３ 何処へ受診・診察するにも大き

な声で名前が呼ばれる。個人情

報の徹底が成されていない。 

Ｂ 新病院のあるべき姿として、患者に信

頼される病院であることをコンセプト

の一つとし、患者プライバシーへの配

慮及び患者中心の医療を展開すること

とし、改善に努めていきます。 

４ 従業員のマナーが悪い。  Ｂ 新病院の理念として、患者の権利を尊

重した患者中心の医療に努めることと

し、改善に努めていきます。 

５ 受付に関する人の多さに無駄を

感じる。システム化がなされて

いない。 

Ｂ 新病院では、効率的な人員配置となる

ように検討していきます。 

６ 設備が古い。駐車場の自動設備

の完備を。緊急搬送体制が不十

分。通路の狭さ。エレベーター

が遠い。狭い。 

Ｂ 新病院では、快適な療養環境の整備と

して、バリアフリー化した十分な広さ

の診察室や設備とし、誰もが安全に診

療が受けることが出来るように整備す

ることとしています。 

７ 診察の待ち時間が長い。 Ｂ 快適な療養環境の整備として、外来の

受付、検査、診察、会計の流れがスム

ーズにいくよう動線に配慮することと

し、改善に努めていきます。 
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８ 入院の個室が少ない。 Ｂ 新病院では、４人部屋を基本とします

が、療養環境の向上に対するニーズが

高まりつつあることを踏まえ、個室の

割合を増加させる等、特別療養環境室

の割合を高めることを検討していきま

す。 

９ 災害拠点病院として、医薬品な

どの備蓄庫を整備し、ローリン

グストックできるものとそうで

ないものを区別しつつ、圏域で

融通しあえる体制を構築すべき

である。 

Ｂ 災害が発生した場合の応急対策活動を

適切に実施するため、小田原市が小田

原薬剤師会等七団体と医薬品などの調

達に関する協定を締結しています。 

10 災害時にヘリポートがほしい。 Ｂ 災害拠点病院としての機能の整備とし

て、緊急性の高い重篤患者や大規模災

害時の患者等の受入・搬送に対応でき

るよう病院敷地内にヘリポートを整備

することとしています。 

11 足柄上病院に隔離病棟が用意さ

れているが、次期市立病院にも

隔離病棟の設置が必須のはずで

はないのか。 

Ｄ 県西二次保健医療圏では、神奈川県保

健医療計画で定められている感染症病

床の基準病床数が、すでに県立足柄上

病院に整備され過不足ない状況ですの

で、市立病院に感染症病床を設置する

予定はありませんが、救命救急センタ

ーを有する病院として感染症患者への

対応も考慮した病院となるよう整備し

ます。 

12 路線バスなどでの通院者が病院

玄関口で乗降できるよう強く求

める。 

Ｂ 来院患者の利便性の向上として、病院

敷地内へのバスロータリーの整備を関

係機関と調整することとしています。 

13 先進的な医療機器が整備された

医療機関で、適切な指導を受け

られる体制を構築し、研修医の

養成を試みることを期待した

い。 

Ｂ 市立病院は、管理型臨床研修病院の指

定を受けており、毎年８名の研修医を

募集し充足している状況です。引き続

き、地域における多様な症例を経験で

きる研修施設であるよう努めていきま

す。 
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14 小児救急に大変お世話になって

おります。維持をお願いした

い。 

Ｂ 新病院の診療機能の一つとして小児医

療への対応を掲げており、引き続き県

西二次保健医療圏における小児医療の

基幹病院として、通常の外来診療だけ

でなく、地域の医師会との連携の下、

小児夜間救急外来も行うことで、２４

時間体制で新生児や小児救急に対応

し、安心して子育てできる環境づくり

に貢献していきます。 

 

(2) 新病院整備の概要に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ ＪＴ跡地をイオンから買戻し、

そこに病棟（建物）を移設すべ

き。 

Ｄ 市立病院の建設場所については、移転

を含め検討しましたが、市立病院が開

設時から当地に立地しており、市民に

馴染みがある上、市民の利便性、医療

従事者等人材確保等の観点から、まず

は現地建替えから検討を進めていくこ

ととしています。 

２ 現地建て替えではなく移転建て

替えすべきものと指摘する。 

Ｄ 市立病院の建設場所については、移転

を含め検討しましたが、市立病院が開

設時から当地に立地しており、市民に

馴染みがある上、市民の利便性、医療

従事者等人材確保等の観点から、まず

は現地建替えから検討を進めていくこ

ととしています。 

３ 通院のための車両駐車場も不足

がちになっている状況を、更に

工事車両の運行で混乱に拍車を

かけるということに関する対処

が示されていない。 

Ｃ 市立病院の建替え工事に関する駐車場

の不足、動線の整理等の具体的な事項

については、今後の検討課題と考えて

います。 
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(3)その他 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 市立病院では不可能な病気で他

の病院へ行かざるを得ない 

Ｄ 国が進める「機能分化」に対応するた

め、市立病院では、県西地域の基幹病院

として高度急性期、急性期医療の役割を

担っています。当院で治療ができない疾

患については、より専門的な治療ができ

る病院と連携しています。 

２ 大雄山線井細田駅と小田急線足

柄駅に、簡易的にでも良いので

バスロータリーの設置とタクシ

ー・自家用車の送迎用のスペー

スを確保すべき。 

Ｄ 鉄道の駅にバスロータリーを設置する

こと等につきましては、市立病院再整

備事業の対象外と考えています。 

３ 足柄駅に関しては、現在の改札

口と反対側に設けるよう、小田

急電鉄に要請すべき。 

Ｄ 鉄道の駅改札口の改修につきまして

は、市立病院再整備事業の対象外と考

えています。 

４ 主要通行路である県道小田原山

北線については、所管庁の神奈

川県に予算を政策的に傾斜配分

して早期に完成開通させること

を求めるべき。 

Ｄ 県道小田原山北線の整備につきまして

は、市立病院再整備事業の対象外と考

えています。 
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４ 提出意見と関係なく変更した点 

 政策案との差異 市の考え方 

１ 診療状況、経営状況に関する表

記について「平成２９年度（見

込）」となっている個所を「平

成２９年度」とします。 

平成２９年度小田原市病院事業会計決算が市

議会において認定されたため、修正します。 

２ 新病院の建設場所について「基

本計画策定の中で建設場所を決

定します。」となっている個所

を「現地建替えの可否を見極め

たうえで、基本計画を策定しま

す。」とします。 

新病院の建設場所については、最終的には基

本計画の中で位置付けますが、現地での建替

えの可否を見極めたうえで基本計画を策定す

ることとしているので、表現を修正します。 

３ 新病院の整備スケジュールにつ

いて、開院の時期を「２０２４

年４月」から「遅くとも２０２

５年度」とします。 

これまでは最短の想定スケジュールを示して

いましたが、各段階での十分な検討を行う必

要や他事例を踏まえ、目標スケジュールを修

正した上で短縮を図っていく旨に修正しま

す。 

 なお、付随するスケジュール表も同時に修

正します。 

 


